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成績上位者に色をつける 

成績一覧表を作成し、上位 3名がすぐにわかるように、「１位には金色、２位には銀色、

３位には銅色」を付けてみます。 

順位を計算する Rank 関数と、「条件付き書式設定」を利用すれば、比較的簡単に実現

できます。 

①右図のように、成績一覧を入力します。 
※名前や点数は、適当でかまいません。 

②表全体を選択して、先頭行を見出し

として、テーブルとして設定します。 
※デザインはお好みで。 
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③C5～C24セルを選択して、「ホーム」タブ→「条件付き書式」→「新しいルール」。 

「数式を使用して～」を選び、数式欄には次の数式を入力します。（C5セルがアクティブ） 

    =Rank(C5,C$5:C$24)=1 

    （「点数全体の中で、C5の順位が１位」という意味） 

「書式」は、フォントは赤の太字、塗りつぶしは金色（に近い色）に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④同様にして、条件付き書式で、２位は銀色に、３位は銅

色に塗りつぶします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問題］ 

（１）点数（C列）の数値を、いろいろ変更してみましょう。金銀銅も、自動的に変わる

か、確認してください。 

（２）25行目に、「学籍番号＝9021、氏名＝道場 太郎、得点＝92」を入力してみてくだ

さい。自動的にテーブルが広がって、「金が１つ、銀が２つ、銅なし」になりますか。 

（３）「得点」ではなく、「100m走のタイム」を入力してください。このままだと、「遅い

順に金銀銅」になってしまいます。「速い順（数値が小さい順）に金銀銅」とするには、ど

うしたらいいでしょうか。 

 


